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Ⅰ

　

冷
戦
体
制
の
崩
壊
か
ら
三
十
年
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
戦
争
の
加

害
・
被
害
に
関
わ
る
歴
史
問
題
を
め
ぐ
る
対
立
は
益
々
先
鋭
化
し
、
日

本
の
政
治
的
経
済
的
地
位
の
相
対
的
低
下
と
ア
ジ
ア
諸
国
の
地
位
の
向

上
も
相
ま
っ
て
、
隣
国
と
の
抜
き
差
し
な
ら
ぬ
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
対

立
ま
で
引
き
起
こ
さ
れ
る
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
記
念
日
を
含
む
戦
争

の
様
々
な
事
象
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
シ
ン
ボ
ル
化
は
、
そ
れ
が
本
来
人
々

を
「
大
き
な
物
語
」
に
取
り
込
む
た
め
の
装
置
で
あ
る
が
故
に
、
個
々

の
苦
し
み
に
向
き
合
う
人
間
的
な
共
感
と
は
離
れ
て
、
被
害
と
加
害
の

記
憶
を
顔
の
見
え
な
い
「
民
族
」
の
対
立
と
し
て
演
出
す
る
危
険
性
を

孕
ん
で
い
る
。
弱
者
へ
の
共
感
と
い
う
経
路
を
欠
い
た
そ
れ
ぞ
れ
の
民

族
が
描
く
物
語
を
前
に
、
我
々
は
ど
の
よ
う
に
向
き
合
い
、
相
互
理
解

と
和
解
へ
と
向
か
う
足
場
を
築
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
本

書
は
、
留
学
生
と
し
て
来
日
し
、
五
年
間
の
研
鑽
を
積
ん
だ
中
国
人
研

究
者
が
、
こ
の
よ
う
な
問
題
に
関
わ
る
記
憶
の
形
成
に
つ
い
て
、
日
中

戦
争
時
の
日
本
と
中
国
の
諸
政
権
に
よ
る
盧
溝
橋
事
件
の
記
念
日
活
動

と
い
う
歴
史
的
起
源
に
遡
っ
て
検
討
す
る
こ
と
で
、
ひ
と
つ
の
見
通
し

を
得
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

本
書
の
構
成
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

序
章　

本
書
の
研
究
課
題
／
第
一
章　

聖
戦
の
語
り
―
日
本
本
土
に
お

け
る
「
支
那
事
変
周
年
記
念
」
と
加
害
不
在
の
日
中
戦
争
像
／
第
二
章　

平
和
の
語
り
―
中
国
占
領
地
に
見
る
盧
溝
橋
事
件
記
念
活
動
の
諸
相
と

対
日
協
力
政
権
の
ジ
レ
ン
マ
／
第
三
章　

建
国
の
語
り
―
重
慶
国
民
政

府
に
よ
る
「
抗
戦
建
国
記
念
日
」
と
抗
戦
像
の
構
築
／
第
四
章　

革
命

の
語
り
―
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
争
い
を
内
包
す
る
中
国
共
産
党
根
拠
地
の

「
七
七
記
念
」
／
終
章　
「
盧
溝
橋
事
件
記
念
日
」
に
見
る
日
中
の
戦
争

鄒
燦
『「
盧
溝
橋
事
件
記
念
日
」
を
め
ぐ
る
日
本
と
中
国

　
政
治
的
語
り
に
見
る
日
中
戦
争
像
の
比
較
研
究
』

丸
　
　
田
　
　
孝
　
　
志

＝ 
書
評 

＝
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つ
い
て
は
、
対
日
協
力
政
権
が
成
立
し
た
日
本
占
領
地
区
、
国
民
党
統

治
区
、
中
国
共
産
党
（
中
共
）
の
抗
日
根
拠
地
で
あ
る
。

　

第
一
章
で
は
、
日
本
本
土
に
お
け
る
「
支
那
事
変
周
年
記
念
」
活
動

を
通
じ
た
「
聖
戦
」
の
語
り
の
分
析
を
通
じ
て
、
戦
時
日
本
の
戦
争
認

識
と
そ
の
特
徴
が
検
討
さ
れ
る
。
新
聞
は
、
事
件
の
発
生
や
拡
大
を
中

国
側
の
責
任
に
帰
し
、
日
本
軍
の
行
動
を
自
衛
の
た
め
の
反
撃
と
し
て

報
道
し
て
お
り
、国
民
の
間
に
「
自
衛
戦
」
観
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
。

天
皇
に
よ
る
支
那
事
変
一
周
年
の
勅
語
下
賜
に
よ
り
、
支
那
事
変
は
天

皇
の
意
志
に
よ
る
東
亜
の
安
定
と
日
支
提
携
の
実
現
の
た
め
の「
聖
戦
」

と
位
置
付
け
ら
れ
、
以
後
記
念
活
動
は
「
聖
戦
」
の
語
り
の
下
、
展
開

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
時
局
の
推
移
に
応
じ
て
事
変
の
意
義
・
戦
争
目

的
の
説
明
や
行
事
の
内
容
は
毎
年
更
新
さ
れ
た
が
、
こ
の
間
、
事
件
経

験
者
の
参
加
す
る
懇
談
会
、
童
謡
の
制
作
、
追
悼
行
事
、
内
閣
情
報
部

（
後
の
内
閣
情
報
局
）
発
行
の
雑
誌
の
記
念
特
集
な
ど
を
通
じ
て
、「
聖

戦
」
を
正
当
化
す
る
効
果
的
な
宣
伝
が
行
わ
れ
た
。
太
平
洋
戦
争
が
勃

発
す
る
と
、
支
那
事
変
の
持
つ
意
味
は
「
大
東
亜
戦
争
」
に
ま
と
め
ら

れ
、
五
周
年
記
念
を
最
後
に
、
支
那
事
変
周
年
記
念
行
事
は
公
式
に
は

行
わ
れ
な
く
な
っ
た
。
そ
の
後
は
英
米
に
対
す
る
宣
戦
勅
書
が「
聖
戦
」

の
語
り
の
中
心
に
位
置
付
け
ら
れ
る
。
太
平
洋
戦
争
勃
発
前
に
形
成
さ

れ
て
い
た
「
聖
戦
」
の
語
り
に
は
中
国
に
対
す
る
加
害
の
事
実
が
ほ
と

ん
ど
見
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
戦
局
が
「
支
那
事
変
」
か
ら
「
大
東
亜
戦

争
」
へ
発
展
し
て
い
く
と
、
そ
の
加
害
の
相
手
す
ら
不
在
と
な
っ
た
。

そ
し
て
、
中
国
不
在
の
「
聖
戦
」
の
語
り
と
加
害
者
不
在
の
戦
争
認
識

は
、
戦
後
ア
メ
リ
カ
占
領
期
の
「
太
平
洋
戦
争
史
観
」
と
内
的
に
連
続

認
識
の
差
異

　

序
章
に
お
い
て
は
、
ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
ズ
ム
に
影
響
さ
れ
た
歴
史
学
の

新
た
な
研
究
分
野
と
し
て
の
「
記
憶
の
歴
史
」
に
関
す
る
研
究
史
が
概

述
さ
れ
、
歴
史
的
事
件
や
事
象
に
対
す
る
記
憶
の
相
違
や
認
識
上
の
衝

突
が
激
化
す
る
東
ア
ジ
ア
の
現
状
を
指
摘
し
た
上
で
、「
日
中
両
国
の

戦
争
認
識
に
介
在
す
る
差
異
の
確
認
」
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と
し
、

「
日
中
双
方
の
戦
争
認
識
の
形
成
過
程
に
対
す
る
対
照
的
考
察
」（
三
頁
）

の
必
要
性
が
主
張
さ
れ
る
。
つ
い
で
、
著
者
は
日
本
人
の
日
中
戦
争
観

や
戦
争
認
識
に
つ
い
て
の
研
究
が
、
こ
れ
ま
で
戦
争
責
任
問
題
に
関
連

し
て
、
戦
後
を
対
象
と
し
て
行
わ
れ
て
き
た
こ
と
を
指
摘
し
た
上
で
、

日
中
両
国
の
戦
争
認
識
を
比
較
検
討
す
る
研
究
が
極
め
て
少
な
く
、
し

か
も
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
、
認
識
の
差
異
の
原
因
を
戦
後
に
求
め
て
い
る

こ
と
の
問
題
に
言
及
す
る
。
戦
後
の
「
日
本
と
中
国
は
と
も
に
戦
前
と

断
絶
し
た
一
面
的
な
日
中
戦
争
像
を
描
い
て
き
た
」
の
で
あ
り
、
両
国

の
戦
争
認
識
の
淵
源
と
な
る
戦
時
の
体
験
を
直
接
の
対
象
と
し
て
、「
戦

時
と
戦
後
と
の
連
続
面
に
留
意
し
た
長
期
的
な
日
中
戦
争
像
を
提
供
す

る
こ
と
が
不
可
欠
」（
八
頁
）
な
の
で
あ
る
。

　

本
書
が
、
テ
キ
ス
ト
、
シ
ン
ボ
ル
分
析
と
い
う
社
会
史
の
手
法
を
意

識
し
て
、
具
体
的
に
分
析
す
る
の
は
日
中
全
面
戦
争
の
発
端
と
位
置
付

け
ら
れ
る
盧
溝
橋
事
件
記
念
日
で
あ
る
。
日
中
双
方
は
同
記
念
日
の
周

年
記
念
活
動
を
民
衆
の
戦
争
認
識
を
形
成
す
る
手
段
と
し
て
お
り
、
戦

後
の
両
国
民
の
戦
争
認
識
の
相
違
を
明
ら
か
に
す
る
出
発
点
と
し
て
格

好
の
材
料
と
な
る
。
対
象
と
な
る
地
域
は
、
日
本
本
土
の
他
、
中
国
に
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は
明
ら
か
に
負
の
相
関
関
係
に
あ
っ
た
。

　

第
三
章
で
は
、
国
民
政
府
統
治
区
に
お
け
る
国
民
党
・
国
民
政
府
に

よ
る
「
抗
戦
建
国
記
念
日
」
の
記
念
活
動
と
「
建
国
」
の
語
り
に
つ
い

て
検
討
さ
れ
る
。
国
民
党
・
国
民
政
府
は
七
月
七
日
を
抗
戦
建
国
記
念

日
に
指
定
し
、
戦
時
動
員
を
通
じ
た
新
た
な
「
建
国
」
を
目
指
し
た
。

「
建
国
」
の
語
り
に
お
い
て
は
、
こ
の
戦
争
が
日
本
の
侵
略
に
対
し
て

民
族
の
生
存
を
確
保
し
、
公
正
と
正
義
を
守
る
た
め
の
自
衛
抗
戦
で
あ

る
こ
と
が
強
調
さ
れ
た
他
、
一
九
四
一
年
か
ら
は
、
中
国
の
抗
戦
が
全

世
界
の
反
侵
略
戦
争
の
前
提
で
あ
る
と
い
う
、
国
際
的
な
意
義
も
強
調

さ
れ
た
。
総
じ
て
、
抗
戦
建
国
事
業
の
完
成
と
国
際
的
地
位
の
向
上
に

よ
っ
て
、
強
力
な
近
代
国
家
を
建
設
し
民
族
復
興
を
成
就
す
る
と
い
う

意
義
が
語
ら
れ
て
い
た
。
国
民
動
員
の
目
標
は
、戦
局
の
変
化
に
従
い
、

民
族
的
復
讐
を
呼
び
か
け
る
段
階
か
ら
、
長
期
抗
戦
体
制
の
維
持
、
戦

後
の
国
家
建
設
へ
と
推
移
し
た
。
一
九
四
三
年
以
降
、「
抗
戦
建
国
記

念
日
」
に
付
与
さ
れ
る
意
味
は
民
族
の
恥
辱
か
ら
民
族
の
栄
光
へ
と
変

化
し
、「
七
七
」
と
合
併
さ
れ
て
記
念
さ
れ
る
記
念
日
も
、
こ
れ
を
反

映
し
て
変
化
し
た
（
恥
辱
［「
五
九
」：
対
華
二
十
一
カ
条
の
受
け
入
れ
］

か
ら
栄
光
［「
七
九
」：
北
伐
の
開
始
］）。
記
念
活
動
に
お
い
て
は
、
汪

精
衛
政
権
・「
漢
奸
」
に
対
す
る
批
判
と
そ
の
粛
清
が
主
張
さ
れ
、
そ

の
宣
伝
は
被
占
領
地
に
も
向
け
ら
れ
た
。
ま
た
、中
共
に
も
対
抗
し
て
、

国
民
党
・
国
民
政
府
の
唯
一
絶
対
の
正
当
性
が
主
張
さ
れ
た
。
戦
後
、

国
民
政
府
は
「
抗
戦
建
国
記
念
日
」
を
「
陸
軍
記
念
節
」
に
改
め
、「
建

国
」
の
語
り
に
お
け
る
「
抗
戦
」
の
記
憶
は
、
国
難
に
対
し
て
立
ち
上

が
っ
た
民
族
の
悲
愴
か
ら
、「
九
三
」
の
勝
利
を
掴
ん
だ
民
族
の
誇
り

し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　

第
二
章
で
は
、
日
本
占
領
地
の
盧
溝
橋
事
件
記
念
活
動
を
巡
る
日
本

と
汪
精
衛
政
権
の
対
抗
・
協
調
関
係
が
検
討
さ
れ
る
。
占
領
地
の「
七
七

記
念
」
は
、
重
慶
政
権
や
中
共
の
抗
日
宣
伝
に
対
す
る
反
宣
伝
を
余
議

な
く
さ
れ
、
厳
重
な
警
備
の
も
と
で
「
聖
戦
」
記
念
日
の
影
響
を
受
け

つ
つ
行
わ
れ
た
。
一
方
で
汪
精
衛
政
権
は
、「
七
七
記
念
」に
お
い
て「
聖

戦
」
の
語
り
に
対
抗
し
な
が
ら
、「
平
和
反
共
建
国
」
の
政
治
理
念
に

基
づ
い
て
自
ら
「
平
和
」
の
語
り
を
行
う
こ
と
で
戦
争
認
識
の
再
構
築

を
試
み
た
。
事
件
そ
の
も
の
へ
の
言
及
を
避
け
、
記
念
日
に
慶
祝
の
意

味
を
込
め
ず
、「
興
亜
紀
念
日
」
や
「
聖
戦
」
な
ど
の
語
を
使
用
し
な

い
な
ど
、
汪
精
衛
政
権
は
記
念
活
動
を
「
平
和
」
宣
伝
を
主
た
る
内
容

と
す
る
も
の
へ
と
組
み
換
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
政
権
の
弱
い
正
当
性

を
補
強
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
占
領
地
の
各
地
方
政
府

は
「
興
亜
記
念
日
」、「
東
亜
民
族
解
放
記
念
日
」
な
ど
の
呼
称
に
よ
っ

て
祝
賀
の
意
味
を
込
め
、「
聖
戦
」
の
語
り
に
寄
り
添
う
記
念
活
動
を

展
開
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
日
中
共
同
の
記
念
行
事
に
お
い
て
も
、「
興

亜
記
念
日
」
の
呼
称
の
下
に
日
中
提
携
に
よ
る
中
国
の
復
興
が
強
調
さ

れ
、「
聖
戦
」
の
語
り
の
主
旨
に
沿
っ
た
民
衆
の
教
化
が
試
み
ら
れ
て

い
た
。
太
平
洋
戦
争
が
勃
発
す
る
と
、
汪
精
衛
政
権
は
平
和
と
背
馳
す

る
「
大
東
亜
戦
争
の
完
遂
、
戦
時
体
制
の
強
化
」
を
主
張
せ
ざ
る
を
得

な
く
な
り
、
こ
の
よ
う
な
矛
盾
の
中
で
、「
平
和
」
の
語
り
は
政
権
の

正
当
性
を
掘
り
崩
す
こ
と
に
な
っ
て
い
っ
た
。
政
治
シ
ン
ボ
ル
と
し
て

の
記
念
日
が
一
般
に
権
力
の
正
当
性
と
正
の
相
関
関
係
を
持
つ
の
に
対

し
、
占
領
地
に
お
け
る
「
七
七
記
念
」
は
、
汪
精
衛
政
権
の
正
当
性
と
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で
、
自
ら
を
抗
戦
の
主
役
と
す
る
抗
戦
像
を
構
築
し
よ
う
と
し
た
の
で

あ
る
。

　

終
章
で
は
、
四
つ
の
地
域
の
日
中
戦
争
像
の
比
較
検
討
を
通
じ
て
結

論
が
導
か
れ
る
。
戦
争
遂
行
の
正
当
性
を
主
張
す
る
日
本
の
「
聖
戦
」

像
に
お
い
て
は
、
中
国
に
対
す
る
加
害
が
隠
蔽
さ
れ
、
さ
ら
に
太
平
洋

戦
争
勃
発
以
降
は
英
米
と
の
対
決
が
「
聖
戦
」
の
中
心
内
容
と
な
り
、

中
国
の
姿
が
消
失
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
中
国
の
抗
戦
像
で
は
、
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
高
揚
さ
せ
る
た
め
、
日
本
に
よ
る
被
害
が
強
調
さ
れ

た
。
そ
の
後
、
国
共
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
争
い
の
下
、
中
国
の
抗
戦
の
国
際

的
意
義
と
民
族
復
興
を
強
調
す
る
国
民
党
の
抗
戦
像
と
、
後
方
に
お
け

る
抗
戦
の
役
割
を
強
調
す
る
た
め
日
本
軍
の
残
虐
行
為
と
被
害
を
よ
り

強
調
す
る
中
共
の
抗
戦
像
が
競
合
し
た
。
こ
の
よ
う
な
日
中
の
戦
争
認

識
の
差
異
は
、
中
国
の
日
本
に
対
す
る
戦
勝
意
識
と
、
ア
メ
リ
カ
を
中

心
と
す
る
強
者
に
負
け
た
と
い
う
日
本
の
敗
戦
意
識
と
い
う
認
識
の
ズ

レ
を
規
定
す
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。
加
害
の
隠
蔽
と
中
国
の
不
在
と
い

う
戦
争
認
識
は
、戦
後
ア
メ
リ
カ
の
太
平
洋
戦
争
史
観
へ
と
つ
な
が
り
、

日
本
の
復
興
を
支
え
た
ア
メ
リ
カ
の
占
領
政
策
の
下
、
こ
の
よ
う
な
認

識
は
さ
ら
に
強
固
な
も
の
と
な
っ
た
。
国
共
の
異
な
る
戦
争
認
識
は
そ

れ
ぞ
れ
中
国
大
陸
と
台
湾
で
そ
れ
ぞ
れ
定
着
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

Ⅱ

　

以
上
の
よ
う
な
内
容
を
持
つ
本
書
に
は
、
ど
の
よ
う
な
特
徴
と
意
義

が
あ
る
で
あ
ろ
う
か
。

へ
と
移
行
し
た
の
で
あ
る
。

　

第
四
章
で
は
、
中
共
の
「
抗
戦
建
国
記
念
日
」
の
活
動
が
検
討
さ
れ

る
。
中
共
は
「
抗
戦
建
国
記
念
日
」
の
活
動
を
辺
区
で
実
施
し
な
が
ら

も
、
国
民
党
に
よ
る
記
念
要
綱
の
主
旨
と
は
異
な
る
記
念
宣
言
を
発
表

し
て
、
自
ら
の
見
解
を
表
明
し
た
。
毎
年
の
宣
言
で
は
一
貫
し
て
抗
日

勢
力
の
「
団
結
」
が
主
張
さ
れ
た
が
、
汪
精
衛
政
権
の
成
立
と
国
共
関

係
の
悪
化
に
伴
い
、
そ
の
内
容
は
国
民
党
の
指
導
の
枠
組
み
の
下
で
の

抗
戦
建
国
か
ら
、
国
民
党
の
一
党
独
裁
の
否
定
と
中
共
を
中
心
と
し
た

新
た
な
政
治
体
制
の
実
現
へ
と
変
化
し
て
い
っ
た
。
ま
た
、
中
共
は
抗

戦
を
世
界
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
戦
争
を
構
成
す
る
民
族
革
命
と
捉
え
、
こ
の

視
点
か
ら
国
民
党
の
反
共
政
策
を
批
判
し
て
い
た
。
抗
戦
に
お
け
る
中

共
の
貢
献
が
強
調
さ
れ
る
こ
と
で
、
国
民
党
の
主
導
し
た
抗
戦
の
イ

メ
ー
ジ
を
弱
め
る
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
根
拠
地
が
日
常

的
な
日
本
軍
の
暴
行
に
直
面
し
て
い
た
た
め
、
宣
伝
に
お
い
て
は
日
本

の
残
虐
行
為
が
国
民
党
地
区
よ
り
も
強
調
さ
れ
て
い
た
。
国
民
党
統
治

区
に
お
い
て
中
共
は
、
募
金
や
慰
問
活
動
な
ど
の
記
念
行
事
に
積
極
的

に
参
加
し
て
、
民
衆
の
中
共
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
の
向
上
を
図
っ
た
。

機
関
紙
・
誌
に
お
い
て
は
、
中
共
の
抗
戦
に
お
け
る
貢
献
が
ア
ピ
ー
ル

さ
れ
る
と
と
も
に
、
中
共
独
自
の
抗
戦
の
主
張
が
展
開
さ
れ
、
こ
れ
ら

を
通
じ
て
そ
の
影
響
力
の
拡
大
が
図
ら
れ
た
。内
戦
が
本
格
化
す
る
と
、

中
共
は
、
ア
メ
リ
カ
が
中
国
の
独
立
を
妨
げ
る
一
方
で
、
国
民
党
が
独

裁
政
治
を
続
け
よ
う
と
し
て
い
る
と
し
て
、「
七
七
」
の
記
念
活
動
を

継
続
し
、
自
身
の
主
張
す
る
民
族
革
命
の
完
遂
を
訴
え
た
。
そ
こ
に
お

い
て
中
共
は
、
日
本
の
侵
略
の
残
酷
さ
の
イ
メ
ー
ジ
を
継
承
す
る
一
方
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多
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
書
に
つ
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
研
究
手
法

を
反
映
し
て
、
中
国
史
研
究
者
の
み
な
ら
ず
、
日
本
史
、
国
際
関
係
論

の
研
究
者
に
よ
る
書
評
・
新
刊
紹
介
も
出
て
い
る
。
幅
広
い
分
野
に
お

い
て
議
論
を
提
起
し
て
い
る
と
い
う
意
味
で
も
、
本
書
の
独
自
の
価
値

が
認
め
ら
れ
よ
う（

（
（

。

　

付
言
す
れ
ば
、
戦
後
の
国
内
外
の
情
勢
の
変
化
に
応
じ
て
、
日
中
両

国
の
戦
争
の
語
り
に
は
様
々
な
変
化
が
生
じ
て
い
る
が
、
戦
争
中
に
形

成
さ
れ
た
戦
争
認
識
が
現
代
の
文
脈
に
お
い
て
適
宜
思
い
起
こ
さ
れ
、

参
照
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
例
え
ば
中
国
に
お
い
て
は
、
一
九
八
〇
年

代
か
ら
は
改
革
開
放
政
策
の
本
格
化
と
い
う
時
代
情
勢
を
背
景
に
、
抗

日
戦
争
の
国
際
的
な
貢
献
を
強
調
す
る
論
調
が
現
れ
る
よ
う
に
な
り（

（
（

、

近
年
は
対
日
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
高
ま
り
と
と
も
に
、
教
育
の
現
場
で

「
十
四
年
抗
戦
論
」
が
公
式
見
解
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
根
底
に
は
、

戦
時
中
に
形
成
さ
れ
た
中
共
の
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
戦
争
の
一
環
と
し
て
の

抗
日
戦
争
と
い
う
認
識
が
共
通
項
と
し
て
存
在
し
て
い
る
。
前
者
の
国

際
的
な
貢
献
に
つ
い
て
は
、
台
湾
に
対
す
る
統
一
戦
線
工
作
に
基
づ
い

て
、
国
民
党
の
抗
日
戦
争
の
語
り
も
呼
び
覚
ま
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ

う
。
こ
の
よ
う
な
意
味
に
お
い
て
も
、
当
時
の
戦
争
認
識
を
復
元
し
て

お
く
こ
と
の
重
要
性
が
、
本
書
か
ら
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
汪
精
衛
政
権
が
盧
溝
橋
事
件
記
念
活
動
に
お
い
て
、
日
本
側

の
意
図
を
読
み
替
え
た
「
平
和
」
の
語
り
を
自
己
の
正
当
性
の
根
拠
と

し
て
抵
抗
を
試
み
て
い
た
事
実
の
指
摘
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
華
北
の

日
本
の
占
領
地
に
お
け
る
記
念
活
動
と
は
状
況
が
異
な
り
、
興
味
深
い

も
の
で
あ
っ
た
。
上
海
の
日
字
新
聞
と
華
字
新
聞
の
記
事
を
比
較
検
討

　

ま
ず
、日
中
両
国
、四
つ
の
地
域
に
跨
っ
て
日
中
戦
争
に
関
す
る
「
語

り
」（
戦
争
認
識
に
関
わ
る
政
権
の
言
説
）
を
比
較
し
、
そ
の
相
互
関

係
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
は
、高
く
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、

そ
れ
ぞ
れ
の
権
力
が
構
築
し
た
戦
争
像
と
戦
争
に
対
す
る
記
憶
の
さ
れ

方
が
、
戦
後
の
日
中
両
国
の
戦
争
を
巡
る
認
識
の
ず
れ
の
基
本
に
あ
る

こ
と
を
指
摘
し
、
そ
の
構
造
を
丁
寧
な
実
証
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
し
た

こ
と
が
本
書
の
大
き
な
功
績
で
あ
る
。

　

日
本
史
と
中
国
史
に
お
い
て
も
分
野
を
超
え
た
共
同
研
究
は
顕
著
に

進
展
し
て
い
る
が
、
そ
の
一
方
で
研
究
者
個
人
の
レ
ベ
ル
で
は
研
究
の

専
門
細
分
化
が
進
む
中
、
中
国
史
研
究
者
が
外
交
史
・
関
係
史
の
分
野

を
除
い
て
、
日
本
史
の
内
容
を
直
接
検
討
の
対
象
と
す
る
こ
と
は
今
日

ほ
ぼ
例
を
見
な
い
。
実
証
研
究
を
基
本
と
す
る
歴
史
学
の
分
野
に
お
い

て
、
そ
の
ハ
ー
ド
ル
は
非
常
に
高
い
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
中
国
史
に

お
い
て
も
、
国
民
党
、
共
産
党
、
対
日
協
力
政
権
な
ど
の
研
究
分
野
が

そ
れ
ぞ
れ
の
蓄
積
を
も
つ
中
で
、
著
者
は
果
敢
に
日
中
両
国
・
四
つ
の

地
域
を
対
象
と
し
て
盧
溝
橋
事
件
記
念
活
動
の
実
態
を
明
ら
か
に
し

た
。
こ
の
よ
う
な
作
業
は
、
中
国
・
台
湾
各
地
の
文
書
館
で
文
書
史
料

を
収
集
し
、
各
地
域
・
政
権
の
新
聞
・
雑
誌
史
料
を
丁
寧
に
読
み
込
む

と
い
う
地
道
な
努
力
に
よ
っ
て
完
遂
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
日
中
戦
争

が
日
本
と
中
国
の
諸
権
力
の
対
抗
・
協
力
の
中
で
戦
わ
れ
た
も
の
で
あ

る
以
上
、
こ
れ
ら
諸
権
力
の
政
策
は
相
互
の
連
関
の
中
で
明
ら
か
に
さ

れ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
本
書
が
こ
の
よ
う
な
視
角
と
方
法
に
よ
っ
て
、

日
中
戦
争
に
関
わ
る
日
中
両
国
の
認
識
の
起
源
を
明
ら
か
に
し
た
こ

と
、
そ
れ
が
一
人
の
研
究
者
に
よ
っ
て
成
し
遂
げ
ら
れ
た
こ
と
の
労
を
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Ⅲ

　

最
後
に
若
干
の
疑
問
点
に
触
れ
て
、
書
評
の
責
め
を
塞
ぎ
た
い
。

　

盧
溝
橋
事
件
記
念
日
の
記
念
活
動
に
つ
い
て
は
、
本
書
で
検
討
さ
れ

た
四
つ
の
地
域
の
他
に
、
汪
精
衛
政
権
以
前
に
成
立
し
、
汪
精
衛
政
権

発
足
後
も
独
自
の
立
場
を
保
持
し
続
け
た
華
北
の
対
日
協
力
政
権（「
中

華
民
国
臨
時
政
府
」、
汪
精
衛
政
権
発
足
後
は
「
華
北
政
務
委
員
会
」）

の
対
応
に
つ
い
て
も
検
討
で
き
れ
ば
、
中
国
に
お
け
る
盧
溝
橋
事
件
記

念
と
日
本
の
位
置
づ
け
、
こ
れ
に
対
抗
す
る
国
民
政
府
や
共
産
党
の
活

動
も
よ
り
包
括
的
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

（
本
書
に
お
い
て
も
、
華
北
の
新
民
会
の
活
動
な
ど
と
比
較
し
た
若
干
の

言
及
は
あ
る
が
、
立
ち
入
っ
た
検
討
は
さ
れ
て
い
な
い
）。
汪
精
衛
政

権
は
記
念
日
や
国
旗
な
ど
の
シ
ン
ボ
ル
操
作
に
お
い
て
す
ら
、
統
一
政

権
と
し
て
の
体
裁
を
備
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
考
え
る
な

ら
ば
、
日
本
の
主
要
占
領
地
と
し
て
日
常
的
に
ゲ
リ
ラ
根
拠
地
と
対
抗

し
続
け
た
華
北
政
権
の
記
念
日
活
動
は
、
そ
れ
な
り
の
政
治
的
な
重
み

を
持
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
華
北
政
権
に
お
け
る
盧
溝
橋
事
件
の
記
念

活
動
は
一
九
三
八
年
か
ら
開
始
さ
れ
て
い
る
が
、
翌
年
に
は
北
京
・
天

津
で
興
亜
運
動
週
の
活
動
が
組
織
さ
れ
、
一
九
四
〇
年
か
ら
一
九
四
二

年
ま
で
は
興
亜
節
の
名
称
で
、
日
本
側
人
員
も
参
加
し
た
盛
大
な
記

念
・
慶
祝
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る（

（
（

。
こ
の
よ
う
に
華
北
の
記
念
活
動
は
、

国
民
党
・
中
共
の
活
動
に
対
す
る
反
宣
伝
を
基
本
と
し
て
、独
自
の
「
平

和
」
の
語
り
を
重
視
し
た
汪
精
衛
政
権
と
好
対
照
を
な
し
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
状
況
を
前
提
と
す
れ
ば
、
汪
精
衛
政
権
に
対
す
る
「
聖
戦
」

し
て
、
汪
精
衛
政
権
が
日
本
の
意
図
を
読
み
替
え
て
「
平
和
」
の
語
り

に
よ
る
時
局
の
解
釈
を
行
っ
て
い
た
こ
と
を
実
証
し
た
手
法
も
説
得
的

で
あ
っ
た
。

　

著
者
に
よ
れ
ば
、太
平
洋
戦
争
の
開
始
以
降
、「
平
和
」
の
語
り
は
「
聖

戦
」の
語
り
に
飲
み
込
ま
れ
て
破
綻
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
と
い
う
が
、

こ
れ
ら
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
に
お
け
る
抵
抗
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
実
態
を

明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
は
、
対
日
協
力
政
権
の
複
雑
な
性
格
や
日
本

の
占
領
政
策
の
意
図
を
読
み
替
え
て
継
続
す
る
中
国
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

の
底
流
を
検
証
す
る
上
で
も
重
要
な
作
業
と
な
る
で
あ
ろ
う
。「
平
和
」

の
語
り
は
、
確
か
に
論
理
的
に
も
実
態
と
し
て
も
破
綻
し
た
も
の
の
、

汪
精
衛
政
権
の
も
う
一
つ
の
重
要
な
建
国
理
念
で
あ
る
「
反
共
」
の
語

り
は
、
日
本
の
敗
戦
を
見
据
え
て
日
中
戦
争
末
期
か
ら
戦
後
内
戦
期
、

冷
戦
期
に
か
け
て
、
改
め
て
国
民
党
政
権
に
継
承
さ
れ
て
い
く
わ
け
で

あ
り
、
こ
の
構
造
を
意
識
的
に
指
摘
し
て
い
れ
ば
、
汪
精
衛
政
権
の
本

書
に
お
け
る
位
置
づ
け
も
よ
り
明
確
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、

戦
後
の
台
湾
に
お
け
る
国
民
党
政
権
の
戦
争
認
識
に
つ
い
て
も
、
一
定

の
言
及
が
可
能
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
総
じ
て
、
対
日
協

力
政
権
も
含
む
中
国
に
お
け
る
反
共
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
流
れ
は
、
台

湾
も
含
め
た
日
本
と
中
国
の
歴
史
認
識
に
関
わ
る
現
代
的
課
題
の
一
部

を
構
成
し
て
い
る
こ
と
を
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
本
書
が

盧
溝
橋
事
件
の
記
念
活
動
に
即
し
て
、
対
日
協
力
政
権
の
抵
抗
と
協
力

の
一
端
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
は
、
こ
の
よ
う
な
問
題
に
踏
み
込
む
契

機
を
提
供
し
て
い
る
と
い
え
る
。
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の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
が
孕
ん
だ
矛
盾
と
緊
張
関
係
が
更
に
浮
き
彫
り
に
さ

れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か（

（
（

。

　

そ
し
て
、
恐
ら
く
も
う
一
つ
検
討
を
深
め
る
べ
き
事
項
は
、
民
間
に

お
け
る
盧
溝
橋
事
件
記
念
日
を
め
ぐ
る
言
説
と
社
会
の
反
応
で
あ
ろ

う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
著
者
も
意
識
的
で
あ
り
、
対
英
米
開
戦
時

の
社
会
の
高
揚
感
や
、
戦
災
や
物
資
欠
乏
に
苛
ま
れ
、
戦
意
発
揚
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
冷
や
や
か
な
視
線
を
送
る
日
本
の
民
衆
の
姿
も
紹
介
さ

れ
、
日
本
人
の
戦
争
認
識
が
自
衛
戦
や
被
害
の
視
点
か
ら
形
成
さ
れ
て

い
く
構
造
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
中
国
に
つ
い
て
は
社
会
の
反
応
に

関
す
る
分
析
が
見
ら
れ
ず
、点
睛
を
欠
く
印
象
を
受
け
た
。当
時
の
人
々

が
日
常
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
記
念
活
動
や
当
局
が
提
示
す
る
戦
争
の
イ

メ
ー
ジ
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
、
内
面
化
し
た
の
か
、
し
（
え
）
な
か
っ

た
の
か
と
い
う
問
題
は
、
本
書
が
課
題
と
し
た
、
日
中
戦
争
の
認
識
を

め
ぐ
る
彼
我
の
差
異
が
生
じ
た
原
因
の
究
明
に
あ
た
っ
て
、
こ
れ
を
根

底
か
ら
支
え
る
問
題
と
し
て
重
要
で
あ
ろ
う
。
本
書
が
明
ら
か
に
し
た

四
つ
の
地
域
の
「
語
り
」
と
記
憶
は
、や
は
り
そ
れ
ぞ
れ
の
権
力
の
「
大

き
な
物
語
」
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
物
語
と
社
会
の
意
識
や
記
憶
と
の
関

係
を
整
理
し
直
す
こ
と
が
、著
者
の
目
指
す
戦
争
の
記
憶
を
め
ぐ
る「
相

互
認
識
の
形
成
」
に
必
要
な
作
業
で
あ
る
と
考
え
る（

（
（

。
ま
た
、
こ
の
よ

う
な
作
業
は
、
今
日
進
展
し
て
い
る
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
研
究
の
問
題
意
識

と
も
つ
な
が
っ
て
お
り（

（
（

、
虚
構
と
し
て
構
築
さ
れ
る
国
民
意
識
に
基
づ

く
戦
争
の
語
り
を
相
対
化
す
る
こ
と
に
貢
献
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
他
、
中
共
の
民
俗
利
用
に
よ
る
効
果
的
な
抗
日
宣
伝
を
、
中
共

独
自
の
特
徴
と
し
て
強
調
す
る
に
は
慎
重
さ
が
求
め
ら
れ
る
。
日
本
と

の
語
り
の
圧
力
は
、
よ
り
大
き
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
理
解
で
き
よ

う
。
ま
た
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
満
州
国
の
記
念
活
動
も
視
野
に
入
れ

れ
ば
、
中
国
全
体
に
広
が
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
の
複

雑
な
関
係
を
、
よ
り
幅
広
く
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

こ
れ
に
関
し
て
、
若
干
細
か
な
点
で
は
あ
る
が
、
日
本
占
領
地
に
お

け
る
記
念
活
動
に
つ
い
て
、
黙
祷
の
対
象
が
日
本
軍
戦
死
者
で
あ
っ
た

り
、
日
中
両
国
の
戦
死
者
と
殉
難
者
で
あ
っ
た
り
と
統
一
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
、
国
旗
の
使
用
も
五
色
旗
、
日
章
旗
、
両
国
国
旗
と
混
乱
し
て

い
る
こ
と
が
本
書
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
（
九
七
頁
）、
こ
の

よ
う
な
差
異
は
、
不
統
一
や
混
乱
と
い
う
よ
り
も
、『
新
申
報
』
な
ど

の
華
字
新
聞
と
日
字
新
聞
で
あ
る
『
大
陸
新
報
』
と
い
う
、
日
中
双
方

の
メ
デ
ィ
ア
が
報
道
す
る
内
容
や
報
道
姿
勢
の
差
で
あ
る
可
能
性
が
高

い
。
す
な
わ
ち
、
同
じ
追
悼
会
に
つ
い
て
『
大
陸
新
報
』
で
は
皇
軍
将

兵
へ
の
哀
悼
に
つ
い
て
報
道
し
、『
新
申
報
』
は
日
中
戦
没
将
兵
へ
の

黙
祷
を
伝
え
て
お
り
、『
大
陸
新
報
』
は
家
々
で
の
日
章
旗
の
掲
揚
を

提
唱
し
、
両
国
国
旗
が
全
市
に
掲
げ
ら
れ
た
こ
と
を
報
道
す
る
の
に
対

し
、『
新
申
報
』
と
『
中
華
日
報
』
は
五
色
旗
が
市
街
に
翻
っ
て
い
る

こ
と
を
報
道
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
日
本
側
と
中
国
側
で
記
念
方
法
や

シ
ン
ボ
ル
操
作
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
棲
み
分
け
を
し
て
い
る
か
、
あ

る
い
は
ひ
と
つ
の
事
実
を
そ
れ
ぞ
れ
に
都
合
の
よ
い
よ
う
に
解
釈
、
報

道
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
占
領
地
に
お
け
る
「
平
和
」
の

語
り
そ
の
も
の
が
、
日
中
両
国
民
の
「
親
善
」
と
は
か
け
離
れ
た
、
相

互
不
信
と
反
目
の
現
実
を
如
実
に
示
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う

な
棲
み
分
け
や
報
道
と
実
態
の
ず
れ
を
細
か
に
検
証
す
れ
ば
、
占
領
地
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偏
っ
た
書
評
と
な
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。誤
読
な
ど
が
あ
る
と
す
れ
ば
、

著
者
の
ご
海
容
を
乞
う
次
第
で
あ
る
。

（
大
阪
大
学
出
版
会
、二
〇
一
八
年
、ⅹ
ⅴ
ⅰ
＋
二
七
八
頁
、四
、七
〇
〇
円
＋
税
）

註（
1
）　

書
評
は
、佐
藤
卓
己
（『
歴
史
学
研
究
』
第
九
八
三
号
、二
〇
一
九
年
）、

菊
地
俊
介
（『
研
究
中
国
』
第
八
号
、二
〇
一
九
年
）、小
野
寺
史
郎
（『
現

代
中
国
研
究
』
第
四
三
号
、
二
〇
一
九
年
）
に
よ
る
も
の
、
新
刊
紹
介

は
小
菅
信
子
（『
日
本
歴
史
』
第
八
五
四
号
、
二
〇
一
九
年
）
に
よ
る

も
の
が
あ
る
。
併
せ
参
照
さ
れ
た
い
。

　
（
2
）　

副
島
昭
一
「
日
中
戦
争
と
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
」『
歴
史
科
学
』
第

一
〇
二
号
、
一
九
八
五
年
、
今
井
駿
「
中
国
に
お
け
る
最
近
の
抗
日
戦

争
史
研
究
の
動
向
に
つ
い
て
」『
近
き
に
あ
り
て
』
第
九
号
、
一
九
八
六

年
。

　
（
3
）　

丸
田
孝
志
『
革
命
の
儀
礼
―
中
国
共
産
党
根
拠
地
の
民
俗
利
用
と
政

治
動
員
―
』
汲
古
書
院
、
二
〇
一
三
年
、
八
三
〜
八
八
頁
。『
北
京
新

民
報
』、『
新
民
報
（
北
京
版
）』、『
新
民
報
（
山
西
版
）』
な
ど
の
各
地

新
民
会
の
機
関
紙
に
、
こ
れ
ら
の
活
動
に
関
す
る
記
事
が
掲
載
さ
れ
て

い
る
。

　
（
4
）　

な
お
、
上
海
の
国
旗
掲
揚
週
に
お
い
て
五
色
旗
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る

と
い
う
一
九
四
〇
年
七
月
の
『
中
華
日
報
』
の
報
道
（
一
一
八
頁
）
に

つ
い
て
は
、
青
天
白
日
満
地
紅
旗
を
国
旗
と
し
て
南
京
に
「
還
都
」
し

た
汪
精
衛
政
権
に
お
い
て
旧
政
権
（「
中
華
民
国
維
新
政
府
」）
の
国
旗

が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
事
実
と
す
れ
ば
確
か
に
混
乱
で
あ

る
。

　
（
5
）　

石
井
弓
『
記
憶
と
し
て
の
日
中
戦
争
―
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
よ
る
他
者

理
解
の
可
能
性
―
』
研
文
出
版
、
二
〇
一
三
年
は
、
戦
後
、
日
中
戦
争

そ
の
協
力
政
権
も
「
東
亜
の
文
化
道
徳
の
復
興
」
な
ど
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

の
下
、
積
極
的
な
民
俗
利
用
を
行
う
こ
と
で
、
中
共
に
強
い
危
機
感
を

与
え
て
お
り
、
汪
精
衛
政
権
や
国
民
党
の
地
方
政
権
で
も
中
共
に
先
行

す
る
形
で
の
民
俗
利
用
の
宣
伝
の
事
例
が
確
認
で
き
る（

（
（

。
土
着
性
の
強

い
中
共
の
基
層
政
権
が
民
俗
利
用
に
有
利
な
条
件
を
保
持
し
て
い
た
の

も
事
実
で
あ
る
が
、
上
の
状
況
か
ら
み
れ
ば
、
我
々
は
案
外
民
俗
利
用

に
つ
い
て
の
革
命
史
観
か
ら
自
由
に
な
っ
て
い
な
い
可
能
性
が
あ
る
。

　

ま
た
、
本
書
の
「
太
平
洋
戦
争
」
と
い
う
用
語
は
、「
ア
ジ
ア
太
平

洋
戦
争
」
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
敵
で
あ
る
は
ず
の
中
国
が
視
界
か
ら

消
え
た
戦
争
観
が
、戦
後
ア
メ
リ
カ
が
導
入
し
た
「
太
平
洋
戦
争
史
観
」

と
つ
な
が
っ
て
増
幅
さ
れ
て
い
く
状
況
は
本
書
が
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、「
太
平
洋
戦
争
」
と
い
う
語
は
、
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
英
米
と

の
関
係
を
軸
に
戦
争
を
語
る
歴
史
観
と
し
て
導
入
さ
れ
、
定
着
し
た
も

の
だ
か
ら
で
あ
る（

（
（

。

　

最
後
に
、
著
者
は
今
後
、
朝
鮮
や
台
湾
に
お
け
る
盧
溝
橋
事
件
記
念

日
の
記
念
活
動
に
つ
い
て
も
検
討
を
広
げ
て
い
く
予
定
だ
と
い
う
。
上

述
し
た
社
会
の
反
応
の
問
題
と
も
関
係
す
る
が
、
現
政
権
の
認
識
と
は

異
な
る
形
で
蓄
積
さ
れ
て
い
た
こ
れ
ら
の
地
域
の
戦
争
認
識
の
歴
史
的

記
憶
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
現
代
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
歴
史
認
識

を
め
ぐ
る
緊
張
関
係
に
、
現
代
国
家
の
枠
組
み
と
異
な
る
別
の
視
角

―
「
帝
国
の
幻
影
」
や
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
の
視
角

―
か
ら
、
新
た
な

示
唆
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
の
で
な
い
だ
ろ
う
か
。
恐
ら
く
、
そ
れ
に

と
ど
ま
ら
な
い
成
果
が
、『「
盧
溝
橋
事
件
記
念
日
」
を
め
ぐ
る
東
ア
ジ

ア
』
と
し
て
結
実
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
以
上
、
評
者
の
関
心
に
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が
社
会
の
記
憶
と
し
て
ど
の
よ
う
に
定
着
し
て
い
っ
た
か
を
人
類
学
的

調
査
を
通
し
て
検
証
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
戦
時
に
お
け
る
権
力
と
の

関
係
も
社
会
の
記
憶
形
成
の
問
題
に
お
い
て
重
要
な
論
点
に
な
る
で
あ

ろ
う
。

　
（
6
）　

近
年
の
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
研
究
の
成
果
と
し
て
は
、
髙
綱
博
文
・
石
川

照
子
・
竹
松
良
明
・
大
橋
毅
彦
編
『
戦
時
上
海
の
メ
デ
ィ
ア　

文
化
的

ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
の
視
座
か
ら
』、
研
文
出
版
、
堀
井
弘
一
郎
・
木
田
隆

文
編
『
戦
時
上
海
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン　

溶
融
す
る
「
抵
抗
」
と
「
協
力
」』

勉
誠
社
、
二
〇
一
七
年
な
ど
が
上
げ
ら
れ
る
。

　
（
7
）　

丸
田
前
掲
書
、
第
二
章
、
一
一
九
頁
。
ま
た
、
日
中
戦
争
期
の
汪
精

衛
政
権
の
暦
書
『
国
民
暦
』
に
お
い
て
は
、
一
九
四
二
年
版
か
ら
日
暦

下
段
の
暦
時
法
等
の
解
説
が
、
節
気
ご
と
の
「
農
事
歴マ

マ

」
と
全
国
気
象

概
況
の
説
明
文
に
替
え
ら
れ
、
一
九
四
三
年
版
か
ら
は
日
暦
に
農
暦
と

毎
日
の
干
支
が
付
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
同
じ
年
、
国
民
党
統
治

区
・
江
西
省
の
農
村
根
拠
地
に
お
い
て
は
、
民
間
暦
を
徹
底
改
造
し
て
、

民
俗
を
利
用
し
て
政
治
的
内
容
を
盛
り
込
ん
だ
農
民
向
け
の
暦
書
（『
農

家
暦
』
江
西
省
農
業
院
）
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
中
共
根
拠

地
に
お
け
る
改
造
農
民
暦
の
刊
行
よ
り
も
二
年
ほ
ど
早
い
。

　
（
8
）　

副
島
昭
一
前
掲
論
文
、
安
井
三
吉
「「
十
五
年
戦
争
」
と
「
ア
ジ
ア

太
平
洋
戦
争
」
の
呼
称
の
創
出
と
そ
の
展
開
に
つ
い
て
」『
現
代
中
国

研
究
』
第
三
七
号
、
二
〇
一
六
年
。

（
広
島
大
学
大
学
院
人
間
社
会
科
学
研
究
科
）


